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総人口 障害者手帳所持者数 障害者手帳所持者数の割合

松戸市における障害者・児の現状 
 

１ 人口、障害者手帳所持者数の推移 

計画策定時である平成23年度から令和元年度期間での障害者手帳所持者数は、

年々増えており、8年間で4,168人増えています。また、平成23年度から令和元年

度の増加割合は、総人口が2.2％増であるのに対し、障害者手帳所持者数は、25.0％

増となっており、令和元年度における総人口に対する障害者手帳所持者数の割合は、

平成23年度から0.8ポイント増の4.2％となっています。 

 

人口、障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口は住民基本台帳（各年度３月末現在）、障害者手帳所持者数は庁内資料（各年度３月末現在） 
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資料 2 
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身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

 

２ 障害者・児の現状 

（１）障害者手帳所持者数の推移 

障害者手帳別では、平成23年度においては、身体障害者手帳所持者が最も多く、

次いで療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者の順でしたが、直近では身

体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、療育手帳所持者の順になっ

ています。 

また、3障害ともに増加傾向にあり、平成23年度に比べ、身体障害者手帳所持者

は7.8％増と微増であるのに対し、療育手帳所持者は約1.5倍（49.3％増）、精神障

害者保健福祉手帳所持者は約２倍（97.5%増）となっています。 

 

障害者手帳別の所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 
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（２）身体障害のある人 

① 年齢区分別 

令和元年度における身体障害者手帳所持者の年齢別構成割合は、65歳以上の割合

が68.9%（平成23年度58.9%）と最も多く、平成23年度と比べ、65歳以上の手

帳所持者数が増加しています。 
 

年齢区分別身体障害者手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

            n=12,214                       n=13,163 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

② 等級別 

令和元年度における等級別構成割合は、１級が4,800人で最も多く、次いで４級

が3,085人となっています。 

また、平成23年度と比べ大きな変化はありませんが、4～6級の比較的重度化す

る前の段階から取得する割合が1.5ポイント増えています。（平成23年度31.4％、

令和元年度32.9％） 
 

等級別身体障害者手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

            n=12,214                       n=13,163 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

１級

4,456人

36.5%

２級

2,057人

16.8%

３級

1,869人

15.3%

４級

2,694人

22.1%

５級

560人

4.6%

６級
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4.7%

１級
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36.5%

２級

2,051人

15.6%

３級

1,972人

15.0%

４級

3,085人

23.4%

５級
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4.5%

６級
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5.0%

18歳未満 18歳以上40歳未満 40歳以上65歳未満 65歳以上

18歳未満
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2.8%

18歳以上

40歳未満
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7.4%

40歳以上

65歳未満

3,778人

30.9%

65歳以上

7,190人

58.9%

18歳未満

313人

2.4%

18歳以上

40歳未満

725人

5.5%

40歳以上

65歳未満

3,055人

23.2%

65歳以上

9,070人

68.9%
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③ 障害の種類別 

令和元年度における障害の種類別構成割合は、肢体不自由が6,495人（49.3％）

と最も多く、次いで内部障害が4,762人（36.2％）となっています。平成23年度

と比べ、内部障害が4.3ポイント増加しています。 

 

障害の種類別身体障害者手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

n=12,214                       n=13,163 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 
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肢体不自由 内部障害 合計

視覚障害 聴覚・平衡機能障害 音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由 内部障害 合計
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（３）知的障害のある人 

① 年齢区分別 

令和元年度における療育手帳所持者の年齢別構成割合は、18歳未満が42.7％、

18歳以上が57.3％となっています。平成23年度と比べ、18歳未満が10.2ポイン

ト増加しています。また、18歳以上の手帳所持者数が26.8％増に対し、18歳未満

については、約2倍（96.2％増）増加しています。 

 

年齢区分別療育手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

             n=2,333                       n=3,484 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

② 程度別 

令和元年度における程度別構成割合は、重度の手帳所持者数が1,265人（36.3％）

と最も多くなっています。平成23年度と比べ、中度や軽度の割合が5.4ポイント増

えています。（平成23年度58.3％、令和元年度63.7％）。 

 

障害の程度別療育手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

             n=2,333                        n=3,484 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在）  

重度 中度 軽度

重度

973人

41.7%

中度

658人

28.2%

軽度

702人

30.1%

重度

1,265人

36.3%

中度

1,070人

30.7%

軽度

1,149人

33.0%

18歳未満

758人

32.5%

18歳以上

1,575人

67.5%

18歳未満 18歳以上

18歳未満

1,487人

42.7%
18歳以上

1,997人

57.3%
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（４）精神障害のある人 

① 年齢区分別 

年齢区分別精神障害者保健福祉手帳所持者をみると、18歳以上の手帳所持者数が

約2倍（96.1％増）、18歳未満が約3倍（190.3％増）の大幅な増加となっていま

す。 

令和元年度における精神障害者保健福祉手帳所持者の年齢別構成割合は、18歳未

満が2.1％、18歳以上が97.9％となっています。平成23年度と比べ大きな変化は

ありませんが、18歳未満の割合が0.6ポイント微増しています。 

 

年齢区分別精神障害者保健福祉手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=2,122                       n=4,190 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

② 等級別 

令和元年度における精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別構成割合は、２級

の手帳所持者数が2,543人（60.6％）と最も多くなっています。平成23年度と比

べ、３級が4.3ポイント増加しています。 

 

等級別精神障害者保健福祉手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=2,122                       n=4,190 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在）  

１級 ２級 ３級 合計

18歳未満 18歳以上

18歳未満

31人

1.5%

18歳以上

2,091人

98.5%

18歳未満

90人

2.1%

18歳以上

4,100人

97.9%

１級

286人

13.5%

２級

1,321人

62.3%

３級

515人

24.3%

１級

455人

10.8%

２級

2,543人

60.6%

３級

1,199人

28.6%
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③ 自立支援医療受給者の推移 

自立支援医療受給者数は年々増加しており、令和元年度における受給者数は

7,218人であり、平成23年度と比べ、約1.5倍（47.3％増）増加しています。 

また、自立支援医療受給者のうち精神保健福祉手帳を所持する方の割合は年々増

えており、令和元年度では、自立支援医療の受給者の約６割が精神障害者保健福祉

手帳を所持しています。 

 

自立支援医療受給者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 
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総人口 障害者手帳所持者数 障害者手帳所持者数の割合

 

３ 障害児の状況 

（１）18 歳未満の人口、障害児（18 歳未満の障害者手帳所持者）数の推移 

平成23年度から令和元年度期間での障害児数は、年々増えており、8年間で759

人増えています。また、平成23年度から令和元年度の増加割合は、18歳未満の人口

が7.5％減であるのに対し、障害児数は67.1％増となっています。 

 

18歳未満の人口、障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口は住民基本台帳（各年度３月末現在）、障害者手帳所持者数は庁内資料（各年度３月末現在） 
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（２）障害児（18歳未満の手帳所持者）の推移 

障害児の推移をみると、身体障害児は313人で、減少傾向となっています。知的

障害児は1,487人、精神障害児は90人で、ともに増加傾向にあります。 

また、平成23年度に比べ、身体障害児は8.5％減、知的障害児は約2倍増（96.2％

増）、精神障害児は約3倍増（190.3%増）となっています。 

 

障害児の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 
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（３）18 歳未満の身体障害者手帳所持者 

令和元年度における18歳未満の身体障害者手帳所持者の等級別構成割合は、１級

が158人で最も多く、次いで２級が42人となっています。平成23年度と比べ大き

な変化はありません。 

 

18 歳未満の身体障害者手帳所持者 
【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=342                         n=313 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

（４）18 歳未満の療育手帳所持者 

令和元年度における18歳未満の療育手帳所持者の程度別構成割合は、軽度の手帳

所持者数が552人（37.1％）と最も多くなっています。平成23年度と比べ、中度

や軽度の割合が5.0ポイント増えています。（平成23年度65.0％、令和元年度

70.0％）。 

 

18歳未満の療育手帳所持者 

【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=758                        n=1,487 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在）  

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

重度 中度 軽度

１級

165人

48.2%

２級

63人

18.4%

３級

41人

12.0%

４級

38人

11.1%

５級

14人

4.1%

６級

21人

6.1%

１級

158人

50.5%

２級

42人

13.4%

３級

35人

11.2%

４級

38人

12.1%

５級

14人

4.5%

６級

26人

8.3%

重度

265人

35.0%

中度

233人

30.7%

軽度

260人

34.3%

重度

446人

30.0%

中度

489人

32.9%

軽度

552人

37.1%
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（５）18 歳未満の精神保健福祉手帳所持者 

令和元年度における18歳未満の精神保健福祉手帳所持者の等級別構成割合は、２

級の手帳所持者数が49人（54.4％）と最も多くなっています。平成23年度と比べ、

１級が6.1ポイント減少しています。 

 

18 歳未満の精神保健福祉手帳所持者 
【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=31                         n=90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

  

１級 ２級 ３級

１級

5人

16.1%

２級

16人

51.6%

３級

10人

32.3%

１級

9人

10.0%

２級

49人

54.4%

３級

32人

35.6%
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４ 人口推計及び障害者手帳所持者数の推計 

（１）障害者・児の推計 

① 人口推計 

平成27年度から令和元年度における住民基本台帳の人口を基に、コーホート変化

率法※で算出しました。総人口は年々増加しており、今後も増加が見込まれます。 

 

人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年度３月末現在 

 

 

② 障害者手帳所持者の推計 

障害者手帳所持者の推計の推計については、3障害ともに増加することが見込まれ

ますが、身体障害者手帳所持者は、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持

者に比べ、増加の伸びは緩やかとなっています。 

 

障害者手帳所持者の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：各年度３月末現在  

13,157 13,165 13,027 13,163 13,365 13,421 13,468 13,503

3,036 3,199 3,312 3,484 3,607 3,744 3,877 4,013
3,403 3,626 3,888 4,190 4,436 4,699 4,960 5,220
19,596 19,990 20,227 20,837 21,408 21,864 22,305 22,736
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５年度

(人)

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者 精神障害者保健福祉手帳
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(人)
推計値 

推計値 

※コーホート変化率法：同年または同期間の過去における実績人口の動態から「変化率」を求め、それに

基づき将来人口を推計する方法。 

※過去の人口に対する障害者手帳所持者の出現率を算出し、過去の状況を踏まえた出現率の推計を行っ

た。また、推計した出現率に推計人口を乗じることにより、障害者手帳所持者数の推計を行った。 
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（２）障害児の推計 

① 人口推計（18歳未満） 

平成27年度から令和元年度における住民基本台帳の人口を基に、コーホート変化

率法で算出しました。18歳未満の人口は年々減少しており、今後も減少が見込まれ

ます。 

 

人口推計（18歳未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年度３月末現在 

 

 

② 障害者手帳所持者（障害児）の推計 

障害者手帳所持者（障害児）の推計の推計については、療育手帳所持者、精神障害

者保健福祉手帳所持者は増加することが見込まれます。 

 

障害者手帳所持者の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：各年度３月末現在 

  

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者 精神障害者保健福祉手帳

推計値 

328 311 322 313 314 312 309 308

1,196 1,313 1,377 1,487 1,567 1,656 1,742 1,833

83
77 84

90 96 101 106 112

1,607 1,701 1,783
1,890 1,977

2,069 2,157 2,253

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成

28年度

平成

29年度

平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

(人)

推計値 

72,722 72,041 71,252 70,666 70,029 69,499 68,970 68,659

0

20,000

40,000

60,000

80,000

平成

28年度

平成

29年度

平成

30年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

(人)

※コーホート変化率法：同年または同期間の過去における実績人口の動態から「変化率」を求め、それに

基づき将来人口を推計する方法。 

※過去の人口に対する 18歳未満の障害者手帳所持者の出現率を算出し、過去の状況を踏まえた出現率の推

計を行った。また、推計した出現率に 18歳未満の推計人口を乗じることにより、障害者手帳所持者数の

推計を行った。 
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５ 障害福祉サービス支給決定者の状況 

（１）障害福祉サービス支給決定者数の推移 

障害福祉サービス支給決定者数の推移をみると、年々増加しており、令和元年度

4,318人であり、平成23年度の約2.4倍となっています。 

 

障害福祉サービス支給決定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）児童デイサービスのみの利用者を除く 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

 

（２）18 歳未満におけるサービス支給決定者数 

18歳未満のサービス支給決定者数の推移をみると、年々増加しており、令和元年

度、1,304人であり、平成23年度の約3.2倍となっています。 

 

18 歳未満の障害福祉サービス支給決定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）児童デイサービス利用者 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 
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６ 障害支援区分認定者の状況 

（１）障害支援区分認定者数の状況 

令和元年度における障害支援区分認定の構成割合は、区分６が258人（33.0％）

と最も多くなっています。平成23年度と比べ、区分１が4.5ポイント減少していま

す。 

 

障害支援区分認定者 
【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=566                        n=782 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

 

（２）障害支援区分認定者における障害の種別等 

令和元年度における障害支援区分認定者の障害の種別等をみると、知的障害者が

331人（42.3％）で最も多くなっています。平成23年度と比べ、精神障害者が9.8

ポイント増加しています。 

 

障害支援区分認定者における障害の種別等 
【平成 23年度】     【令和元年度】 

    n=566                        n=782 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：庁内資料（各年度３月末現在） 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６

身体障害 精神障害 知的障害 難病

区分１

12人

1.5%

区分２

135人

17.3%

区分３

148人

18.9%

区分４

126人

16.1%

区分５

103人

13.2%

区分６

258人

33.0%

区分１

34人

6.0%
区分２

86人

15.2%

区分３

96人

17.0%

区分４

90人

15.9%

区分５

90人

15.9%

区分６

170人

30.0%

身障

202人

35.7%

精神

105人

18.6%

知障

259人

45.8%

身障

225人

28.8%

精神

222人

28.4%

知障

331人

42.3%

難病

4人

0.5%


